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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組を録画する記録部と、
　前記記録部に前記番組の録画を実行するための予約情報を管理し、前記予約情報に識別
情報を付与する予約設定部と、
　前記予約情報に基づいて、前記識別情報と対応付けて前記記録部に前記番組を録画する
録画制御部と、
　前記記録部に録画済みの番組の中から、連続番組を予約するために用いられるトリガ番
組の選択を受け付ける手段と、
　を有し、
　前記録画制御部は、前記トリガ番組として選択された第１の番組に対応付けられた第１
の識別情報を、前記第１の番組の番組情報に基づいて新たに録画される第２の番組に対応
付けられる第２の識別情報に変更する
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　番組を録画する記録部と、
　前記記録部に前記番組の録画を実行するための予約情報を管理し、前記予約情報に識別
情報を付与する予約設定部と、
　前記予約情報に基づいて、前記識別情報と対応付けて前記記録部に前記番組を録画する
録画制御部と、
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　前記記録部に録画済みの番組の中から、連続番組を予約するために用いられるトリガ番
組の選択を受け付ける手段と、
　を有し、
　前記録画制御部は、前記トリガ番組として選択された第１の番組に対して、前記第１の
番組の番組情報に基づいて新たに録画される第２の番組に対応付けられる識別情報を新た
に設定する
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　前記第１の番組が、前記連続番組の一つとして録画されているか否かを判定する判定部
を更に有し、
　前記録画制御部は、前記判定部によって前記第１の番組が連続番組の一つとして録画さ
れていると判定された場合に、前記第１の番組に対応付けられた第１の識別情報を、前記
第２の番組に対応付けられる第２の識別情報に変更する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の番組が、前記連続番組の一つとして録画されているか否かを判定する判定部
を更に有し、
　前記録画制御部は、前記判定部による判定に応じて、前記新たに録画される第２の番組
に対応付けられる識別情報を前記第１の番組に対して新たに設定することを特徴とする請
求項２に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記連続番組として録画予約された番組は、同一の識別情報を対応付けられて、前記記
録部に録画されること特徴とする請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記識別情報ごとに前記連続番組をグループとして表示するよう制御する表示制御部を
更に有する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記録画制御部は、前記第１の番組と、前記第２の番組とを同じグループとして管理す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項８】
　識別情報が付与され、番組を録画する記録部に前記番組の録画を実行するための予約情
報に基づいて、録画制御部が、前記識別情報と対応付けて前記番組を前記記録部に録画し
、
　前記記録部に記録済みの番組の中から、連続番組を予約するために用いられるトリガ番
組の選択を、前記選択を受け付ける手段が受け付け、
　前記録画制御部が、前記トリガ番組として選択された第１の番組に対応付けられた第１
の識別情報を、前記トリガ番組の番組情報に基づいて新たに録画される第２の番組に対応
付けられる第２の識別情報に変更する
ことを特徴とする録画制御方法。
【請求項９】
　識別情報が付与され、番組を録画する記録部に前記番組の録画を実行するための予約情
報に基づいて、録画制御部が、前記識別情報と対応付けて前記番組を前記記録部に録画し
、
　前記記録部に記録済みの番組の中から、連続番組を予約するために用いられるトリガ番
組の選択を、前記選択を受け付ける手段が受け付け、
　前記録画制御部が、前記トリガ番組として選択された第１の番組に対して、前記予約情
報に基づいて新たに録画される番組に対応付けられる識別情報を新たに設定する
ことを特徴とする録画制御方法。
【請求項１０】
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　前記選択を受け付ける手段が前記トリガ番組の選択を受け付けた場合、前記第１の番組
が、前記連続番組の一つとして録画されているか否かを判定部が判定し、
　前記録画制御部は、前記判定部によって前記第１の番組が連続番組の一つとして録画さ
れていると判定された場合に、前記トリガ番組として選択された第１の番組に対応付けら
れた第１の識別情報を、前記トリガ番組の番組情報に基づいて新たに録画される第２の番
組に対応付けられる第２の識別情報に変更する
　ことを特徴とする請求項８に記載の録画制御方法。
【請求項１１】
　前記選択を受け付ける手段が前記トリガ番組の選択を受け付けた場合、前記第１の番組
が、前記連続番組の一つとして録画されているか否かを判定部が判定し、
　前記録画制御部は、前記判定部による判定に応じて、前記新たに録画される第２の番組
に対応付けられる識別情報を前記第１の番組に対して新たに設定することを特徴とする請
求項９に記載の録画制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子機器及び録画制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタル機器の普及と共にハードディスクレコーダ等の放送受信装置が一般化し
ている。このような放送受信装置においては、放送局やサーバから供給される電子番組情
報（Ｅｌｅｃｔｒｏｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）を用いて予約録画処理を行うこ
とが可能であり、予約録画における工夫には様々なものがある（例えば、特許文献１参照
）。
【０００３】
　特許文献１には、放送受信中の番組の番組情報に応じて、連続ドラマの次回の番組を予
約録画することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２２１７３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以下において、連続ドラマに代表される連続性のある番組を連ドラ、また連ドラ番組の
録画を予約することを連ドラ予約と称する。この連ドラ予約をしている場合に、連ドラの
予約時間帯と同一の時間帯に放送されている他の番組の録画を行ったために、連ドラ予約
が中断される場合がある。この連ドラの録画を再開する場合に、録画済みの連ドラ番組を
トリガとして、再度連ドラ予約することができる。
【０００６】
　通常、連ドラ予約可能な放送受信装置においては、録画済みの連ドラを表示する場合に
、連ドラ予約の操作ごとに連ドラグループとして表示される。従って、上述のように中断
された連ドラを再び連ドラ予約した場合、連ドラ予約の操作は２回に分かれており、録画
済みの番組とこれから録画する番組とは別のグループに分類されていた。
【０００７】
　しかし、連ドラ中の何話かが録画されていない場合であっても、同一の連ドラであれば
同一グループとして表示する方がユーザビリティの向上につながる。即ち、録画番組を再
生する際に、連ドラ予約をし直した場合であっても別の連ドラであるかのように表示され
ることがないため、大量の録画番組の中から再生番組をスムーズに検索することが出来る
。
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【０００８】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであり、録画した連続ドラマ番組を、より
操作性を向上させて表示することのできる電子機器及び録画番組表示方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係る電子機器は、放送信号を受信し、これを復調
して番組の番組信号を出力するチューナ部と、前記チューナ部が出力した前記番組信号を
録画する記録部と、前記記録部に前記番組信号の録画を実行するための予約情報を管理す
る予約設定部と、前記予約設定部が管理する前記予約情報に基づいて、前記番組信号を前
記記録部に録画する録画制御部と、を有し、前記予約設定部は、連続番組を指定するトリ
ガ番組の番組情報に基づいて、前記連続番組の番組信号の録画を実行するための予約情報
を管理し、前記録画制御部は、前記トリガ番組で指定される連続番組に属する録画済みの
第１の番組と、前記予約情報に基づいて録画される第２の番組とを同じグループに表示す
ることを特徴としている。
【００１０】
　また、本発明に係る録画番組表示方法は、放送信号を受信し、これを復調した番組の番
組信号を録画し、前記番組信号の録画を実行するための予約情報を設定し、前記予約情報
に基づいて、前記番組信号を録画し、連続番組を指定するトリガ番組の番組情報に基づい
て、前記連続番組の番組信号の録画し、前記トリガ番組で指定される連続番組に属する録
画済みの第１の番組と、前記予約情報に基づいて録画される第２の番組とを同じグループ
に表示することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、録画した連続ドラマ番組を、より操作性を向上させて表示することの
できる電子機器及び録画番組表示方法を提供することが実現する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態におけるテレビジョン放送受信装置の外観図。
【図２】本実施の形態におけるテレビジョン放送受信装置が備えるリモートコントローラ
の外観図。
【図３】本実施の形態におけるテレビジョン放送受信装置の機能ブロック図。
【図４】本実施の形態における予約管理テーブル。
【図５】本実施の形態における録画リスト画面の第１の例を示す図。
【図６】本実施の形態における録画リスト画面の第２の例を示す図。
【図７】本実施の形態における動作選択画面の一例を示す図。
【図８】本実施の形態における録画リスト画面の第３の例を示す図。
【図９】本実施の形態における連ドラ予約及び録画手順のフローチャートを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図１～図９を用いて、本発明の実施の形態について説明する。本発明に係る電子
機器として、テレビジョン放送受信装置１００を例に説明をする。
　図１は、本実施の形態におけるテレビジョン放送受信装置１００の外観図である。尚、
本実施の形態では、本発明に係る電子機器としてテレビジョン放送受信装置１００を例に
説明するが、これに限定されることはない。即ち、放送受信装置、放送受信機能付き携帯
電話、放送受信機能付きパーソナルコンピュータ、及び放送受信装置が搭載された映像記
録装置等、放送受信装置を備えた機器であれば何でも良い。また、放送は空中を伝播して
くる電波を受信するものに限らず、ケーブルやＩＰ（インターネット・プロトコル）網等
のネットワークを介して放送局から配信される番組を受信可能な放送でも良い。
【００１４】
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　テレビジョン放送受信装置１００は、主として薄型のキャビネット１１０と、これを支
持する支持台１２０とから構成されている。キャビネット１１０は、後述するチューナ３
等の電子装置を格納する。また、キャビネット１１０の正面中央部にディスプレイ１３０
が配置され、ディスプレイ１３０の下部にはスピーカ１４０が配置されステレオ音声再生
が行えるようになっている。ディスプレイ１３０は、例えばＳＥＤ（Ｓｕｒｆａｃｅ－ｃ
ｏｎｄｕｃｔｉｏｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ－ｅｍｉｔｔｅｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）パネル、Ｌ
ＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）パネル等である。
【００１５】
　キャビネット１１０の正面下部には、リモートコントローラ１５０から無線送信された
操作信号を受信するための受信部１６が設けられる。また、テレビジョン放送受信装置１
００のキャビネット１１０の側面には、電源スイッチ等の操作部１５が配置されている。
テレビジョン放送受信装置１００は、図示しないプラグを介して外部から電力供給を受け
、後述するアンテナ１を介して各種の放送波を受信して、この受信した放送波の信号を信
号処理部５でデコードすることにより映像信号、及び音声信号を出力する。ディスプレイ
１３０はデコードされた映像信号を処理して映像を表示し、スピーカ１４０はデコードさ
れた音声信号を処理して音声を出力する。
【００１６】
　尚、本実施の形態においては、キャビネット１１０内にチューナ３等の電子装置を格納
するとしたが、これに限定されることはない。即ち、チューナ３等の電子装置をキャビネ
ット１１０とは別の筐体に格納し、この筐体とテレビジョン放送受信装置１００とを接続
して、テレビジョン放送受信装置１００に備えられるディスプレイ１３０及びスピーカ１
４０にて映像音声を出力するとしても良い。
【００１７】
　次に、図２を用いてテレビジョン放送受信装置１００に設けられるリモートコントロー
ラ１５０の構造について説明する。図２は、本実施の形態におけるテレビジョン放送受信
装置が備えるリモートコントローラ１５０の外観図である。
【００１８】
　リモートコントローラ１５０は、電源キー１５０ａと、放送切替キー１５０ｂと、ダイ
レクト選局キー１５０ｃと、音量調節キー１５０ｄと、チャンネルアップダウンキー１５
０ｅと、フォーカスキー１５０ｆと、決定キー１５０ｇと、青、赤、緑、黄のカラーキー
１５０ｈと、特殊再生キー１５０ｉと、録画リストキー１５０ｊ、番組表キー１５０ｋと
を備え、構成されている。
【００１９】
　電源キー１５０ａは、テレビジョン放送受信装置１００の電源のオン／オフの切り替え
の指示をするためのキーである。放送切替キー１５０ｂは、テレビジョン放送受信装置１
００にて表示する放送を地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送及びＣＳデジタル放送と
の間で切り替える指示をするためのキーである。ダイレクト選局キー１５０ｃは、それぞ
れのキーと対応するチャンネルをテレビジョン放送受信装置１００にて表示する指示をす
るためのキーである。音量調節キー１５０ｄは、スピーカ１４０から出力する音量を変更
する指示をするためのキーである。
【００２０】
　チャンネルアップダウンキー１５０ｅは、テレビジョン放送受信装置１００にて表示す
るチャンネルをチャンネル番号順に変更する指示をするためのキーである。フォーカスキ
ー１５０ｆは、ディスプレイ１３０に表示されるフォーカスを移動させる指示をするため
のキーである。決定キー１５０ｇは、フォーカスキー１５０ｆが位置する項目を選択する
指示をするためのキーである。
【００２１】
　カラーキー１５０ｈは、画面上に表示される各カラーキーに割りあてられた操作案内に
対応した操作を指示するためのキーである。特殊再生キー１５０ｉは、早送り、巻き戻し
、停止、再生、次番組スキップ、前番組スキップ等の特殊再生の指示をするためのキーで
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ある。録画リストキー１５０ｊは、図５～８に示すような録画リスト画面２００を表示す
るためのキーである。番組表キー１５０ｋは、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）情報に基づいて現在から一週間先までの番組表を表示させるための
キーである。
【００２２】
　図３は、本実施の形態におけるテレビジョン放送受信装置１００の機能ブロック図であ
る。この図３を用いて、本実施の形態に係るテレビジョン放送受信装置１００の機能につ
いて説明する。
【００２３】
　テレビジョン放送受信装置１００は、アンテナ１と、入力端子２と、チューナ３と、Ｔ
Ｓ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）処理部４と、信号処理部５と、グラフィック処
理部６と、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）信号生成部７と、音声処理部
８と、映像処理部９と、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）１０と、制御部１１
と、操作部１５と、受信部１６と、第１のカードＩ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）１７と、
第１のカードホルダ１８と、第２のカードＩ／Ｆ２０と、第２のカードホルダ２１と、明
るさセンサ２３と、通信Ｉ／Ｆ２４と、ＬＡＮ端子２５と、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２６と、ＵＳ
Ｂ端子２７と、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ２８と、ｉ．ＬＩＮＫ端子２９と、ＨＤＭＩ　Ｉ／
Ｆ３０と、ＨＤＭＩ端子３１と、ディスプレイ１３０と、スピーカ１４０とを備える。
【００２４】
　また、制御部１１は、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、不揮発性メモリ１４と、ＣＰＵ（
Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）を備えている。
【００２５】
　アンテナ１は、放送形式として地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送及びＣＳデジタ
ル放送等を受信することができるように構成されたアンテナである。
　入力端子２は、アンテナ１から受信した放送信号をチューナ３に入力する。
　チューナ３は、制御部１１からの制御信号により所望のチャンネルの放送信号を地上波
デジタル放送、ＢＳデジタル放送及びＣＳデジタル放送の３種類の中から選局し、この選
局された放送信号を復調（地上デジタル放送の場合にはＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）復調、ＢＳデジ
タル放送及びＣＳデジタル放送の場合にはＰＳＫ（Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎ
ｇ）復調）し、所望の番組を含んだＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）を得てＴ
Ｓ処理部４に入力する。チューナ３は、１つに限らず、視聴用と録画用との複数を設ける
としても良い。
【００２６】
　ＴＳ処理部４は、チューナ３から入力されるＴＳをデジタルの映像信号、音声信号、デ
ータ信号に復号化し、信号処理部５に出力する。
　信号処理部５は、ＴＳ処理部４から供給されたデジタルの映像信号、音声信号、データ
信号に対して、所定のデジタル信号処理を施す。デジタル信号処理が施された映像信号及
び音声信号は、データ信号、映像信号及び音声信号に分離される。この分離された映像信
号はグラフィック処理部６に、音声信号は音声処理部８に、データ信号はＯＳＤ信号生成
部７若しくは制御部１１に、それぞれ出力される。また、録画するためにＴＳ処理部４か
ら供給されたデジタルの映像信号、音声信号、データ信号は、制御部１１に出力される。
【００２７】
　このデータ信号には、放送された番組に関する各種の情報が含まれ、例えばＥＰＧ情報
がある。このＥＰＧ情報には、チャンネル情報や、チャンネル番号や、番組名や、スケジ
ュール等が含まれる。このＥＰＧ情報は、本実施の形態においては、現在から一週間先ま
での番組についての番組表と、録画した番組についての録画リスト画面２００とを生成す
るために用いられる。
【００２８】
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　グラフィック処理部６は、信号処理部５から出力されるデジタルの映像信号のデコード
処理を行う。デコードされた映像信号は、ＯＳＤ信号生成部７から出力されたＯＳＤ信号
と重ね合わせて合成され、映像処理部９に出力される。グラフィック処理部６は、デコー
ドされた映像信号又はＯＳＤ信号を、映像処理部９に選択的に出力することもできる。
【００２９】
　ＯＳＤ信号生成部７は、制御部１１の制御に従って、ＵＩ（ユーザ・インタフェース）
画面などを表示するためのＯＳＤ信号を生成する。また上述の信号処理部５において、デ
ジタル放送信号から分離されたデータ信号は、ＯＳＤ信号生成部７により適切なフォーマ
ットのＯＳＤ信号に変換され、グラフィック処理部６に出力される。
【００３０】
　音声処理部８は、信号処理部５から入力された音声信号を、スピーカ１４０で再生可能
なフォーマットのアナログ音声信号に変換する。アナログに変換された音声信号は、スピ
ーカ１４０に出力されて再生される。
【００３１】
　映像処理部９は、グラフィック処理部６から出力された信号を、ディスプレイ１３０で
表示可能なフォーマットのアナログ映像信号に変換する。アナログに変換された映像信号
は、ディスプレイ１３０に出力される。
【００３２】
　ＨＤＤ１０は、録画再生制御部３３による制御に基づいて、暗号化されたデジタルの映
像信号、音声信号、データ信号を暗号化して記録する。また、本実施の形態においてはこ
の暗号化された番組データ（映像信号、音声信号、データ信号）と後述する予約ＩＤ１６
１とを対応付けて記録する。
【００３３】
　制御部１１は、操作部１５から入力される操作信号や、リモートコントローラ１５０か
ら送信され受信部１６を介して受信される操作信号に応じて、ＲＯＭ１２に予め記録され
たシステム制御プログラム及び各種処理プログラムを起動させる。制御部１１は、起動し
たプログラムに従って、ＲＡＭ１３をワークメモリとして装置各部の動作を制御する。制
御部１１の機能部である、予約設定部３２及び録画再生制御部３３については後述する。
【００３４】
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵが実行するシステム制御プログラム及び各種処理プログラムを格
納するメモリである。ＲＡＭ１３は、ＣＰＵが各種プログラムを展開するための、いわゆ
るワーキングメモリである。不揮発性メモリ１４は、各部の動作制御に必要な各種の設定
情報及び制御情報等を格納する。
【００３５】
　操作部１５は、ユーザによる操作に応じた操作信号を受け付け、制御部１１に入力する
。
　受信部１６は、ユーザによるリモートコントローラ１５０の操作に応じた操作信号を受
け付け、制御部１１に入力する。
　第１のカードホルダ１８は、第１のカードＩ／Ｆ１７を介して制御部１１に接続されて
いる。第１のカード１９は、この第１のカードＩ／Ｆ１７に装着可能である。第１のカー
ド１９は、例えばＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）メモリーカード、ＭＭＣ（Ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｃａｒｄ）等の記録媒体である。第１のカードホルダ１８に装着され
た第１のカード１９と、制御部１１は、第１のカードＩ／Ｆ１７を介して情報の伝達を行
うことができる。制御部１１は、第１のカード１９に、画像や音楽、放送番組等のデータ
を格納することができる。また制御部１１は、第１のカード１９に格納された画像や音楽
、放送番組等のデータを読み出し、音声処理部８及び映像処理部９等でデコード処理がさ
れることにより、ディスプレイ１３０に表示させたり、スピーカ１４０から音声出力させ
たりすることができる。
【００３６】
　第２のカードホルダ２１は、第２のカードＩ／Ｆ２０を介して制御部１１に接続されて
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いる。第２のカード２２は、この第２のカードＩ／Ｆ２０に装着可能である。第２のカー
ド２２は、例えば放送受信契約の契約情報等を記録する記録媒体である。第２のカードホ
ルダ２１に装着された第２のカード２２と制御部１１は、第２のカードＩ／Ｆ２０を介し
て情報の伝達を行うことができる。
【００３７】
　明るさセンサ２３は、キャビネット１１０の前面に配置され、テレビジョン放送受信装
置１００が配置されている周囲の明るさを検出し、この検出結果を制御部１１に入力する
。制御部１１は、入力された明るさに関する検出結果に基づいて、ディスプレイ１３０の
輝度を制御する。
【００３８】
　ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）端子２５は、通信Ｉ／Ｆ２４を介し
て制御部１１に接続されている。ＬＡＮ端子２５は、イーサネット（登録商標）を用いた
ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとして使用される。ＬＡＮ端子２５にＬＡＮ対応のＨＤＤが
ＮＡＳ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｔｔａｃｈｅｄ　Ｓｔｏｒａｇｅ）として接続された場合、
ＨＤＤ１０及び制御部１１は、通信Ｉ／Ｆ２４を介して、情報の伝達を行うことができる
。この場合、制御部１１は、ＤＨＣＰ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｈｏｓｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバとして機能し、ＬＡＮ端子２５に接続された当該Ｌ
ＡＮ対応のＨＤＤにＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレスを割り当てて
制御している。
【００３９】
　通信Ｉ／Ｆ２４を介して制御部１１に接続されるＨＤＤ、ＰＣ、ＤＶＤレコーダ等の機
器には、ハードディスクやＤＶＤ（光ディスク）等の記録媒体を装着することが可能であ
る。制御部１１は、当該記録媒体に、ハブ及び当該ハブに接続される機器を介して画像や
音楽、放送番組等のデータを格納することができる。また制御部１１は、当該記録媒体に
格納された画像や音楽、放送番組等のデータを読み出し再生して、ディスプレイ１３０に
表示させたり、スピーカ１４０から音声出力させたりすることができる。
【００４０】
　ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子２７は、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２
６を介して制御部１１に接続されている。ＵＳＢ端子２７は、一般的なＵＳＢ対応ポート
として使用される。ＵＳＢ端子２７には、例えばハブを介して、携帯電話、デジタルカメ
ラ、各種メモリーカードに対するカードリーダ／ライタ、ＨＤＤ、キーボード等が接続さ
れる。制御部１１は、ＵＳＢ端子２７及びＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２６を介して接続される機器と
の間で、情報の伝達を行うことができる。
【００４１】
　ｉ．ＬＩＮＫ端子２９は、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ２８を介して制御部１１に接続されて
いる。ｉ．ＬＩＮＫ端子２９には、例えばＡＶ－ＨＤＤ、Ｄ（Ｄｉｇｉｔａｌ）－ＶＨＳ
（Ｖｉｄｅｏ　Ｈｏｍｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）等がシリアル接続される。制御部１１は、ｉ．
ＬＩＮＫ端子２９及びｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ２８を介して接続される機器との間で、情報
の伝達を行うことができる。
【００４２】
　ＨＤＭＩ端子３１は、ＨＤＭＩ　Ｉ／Ｆ３０を介して制御部１１に接続されている。Ｈ
ＤＭＩ端子３１には、例えばパーソナルコンピュータや液晶ディスプレイやＡＶアンプ等
に接続される。制御部１１は、ＨＤＭＩ端子３１及びＨＤＭＩ　Ｉ／Ｆ３０を介して接続
される機器との間で、情報の伝達を行うことができる。
【００４３】
　次に、制御部１１の機能部として、予約設定部３２と、録画再生制御部３３とについて
説明する。予約設定部３２の予約情報に基づいて録画再生制御部３３が録画を実行するこ
とで、番組の予約録画を行う。
【００４４】
　予約設定部３２は、２つの予約方法（シングル予約と連ドラ予約）で番組録画を予約す
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る。シングル予約とは、現在から一週間先までの番組についての番組表から番組を選択し
、選択された１つの番組録画を予約することである。連ドラ予約とは、現在から一週間先
までの番組についての番組表、若しくは録画リスト画面２００の中から選択された番組（
トリガ番組）と同じ連ドラグループに属する番組の録画を予約することである。
【００４５】
　次に、図４を用いて予約設定部３２の行う予約動作について説明する。図４は、本実施
の形態における予約管理テーブル１６０である。予約管理テーブル１６０は、予約設定部
３２により管理される。
【００４６】
　予約管理テーブル１６０において、予約ＩＤ１６１ごとに、予約方法１６２と、予約日
／放送周期１６３と、チャンネル情報１６４と、予約時刻１６５と、タイトル情報１６６
と、トリガ番組情報１６７と、トリガ番組予約ＩＤ１６８とが対応付けられて記憶されて
いる。
【００４７】
　予約ＩＤ１６１は、ユーザの予約操作に応じて、予約設定部３２が任意に発行する識別
子である。予約方法１６２は、シングル予約又は連ドラ予約の何れの予約方法によって番
組録画が予約されているかを示す。
【００４８】
　予約日／放送周期１６３は、予約している番組の放送日である。また、連ドラ予約の場
合は、予約日と連ドラグループの番組が放送される周期とを示す。放送周期１６３は、選
択された番組に付随する番組情報により自動判別され、例えば「毎週」、「毎日」、「月
～土」等である。
【００４９】
　放送周期１６３の自動判別に用いられる番組情報とは、例えばＥＰＧ情報や、地上デジ
タル放送、ＢＳデジタル放送等の放送信号に含まれるタイトル、チャンネル、放送時刻、
出演者等の情報である。自動判別の手順は、まずトリガ番組と同一のチャンネル且つ放送
開始時刻から前後２時間１０分の範囲内において、トリガ番組のタイトルと類似する番組
を検索する。そして検出した番組の放送日から、放送周期１６３を「毎週」、「毎日」、
「月～土」等として判別する。
【００５０】
　チャンネル情報１６４は、予約番組の放送チャンネルを示す。予約時刻１６５は、予約
番組の放送開始時刻及び放送終了時刻を示す。タイトル情報１６６は、予約番組のタイト
ルを示す。
【００５１】
　トリガ番組情報１６７は、予約のトリガに選択された番組の情報を示す。トリガ番組情
報１６７としては、これから放送される番組（未放送）と、録画した番組（録画済）とが
ある。録画済番組には、シングル予約により録画された番組と、連ドラ予約により録画さ
れた番組とがある。トリガ番組予約ＩＤ１６８は、トリガ番組が録画済番組である場合に
、トリガ番組を録画した際の予約ＩＤ１６１を示すものである。
【００５２】
　次に、予約設定部３２の行う連ドラ予約の動作について説明する。連ドラ予約を行う際
、これから放送される番組、又は録画済番組の何れかをトリガ番組として選択する。
【００５３】
　まず、これから放送される番組をトリガ番組として、連ドラ予約を行う場合について説
明する。これから放送される番組をトリガ番組とする場合、予約管理テーブル１６０内に
おいて、予約ＩＤ１６１は任意のＩＤ、予約方法１６２は連ドラ、トリガ番組情報１６７
は未放送、と記録する。また予約設定部３２は、ＨＤＤ１０に格納されているトリガ番組
の番組情報を用いて自動判別を行い、トリガ番組の次回に放送される連ドラを検出する。
検出した番組の番組情報から、予約番組に関する情報（１６３～１６７）を記録する。
【００５４】
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　次に、録画済番組をトリガ番組として連ドラ予約を行う場合について説明する。トリガ
番組として録画済番組が選択されると、この選択されたトリガ番組と対応付けて記憶して
いる予約ＩＤ１６１から、予約管理テーブル１６０を参照してこのトリガ番組の予約方法
１６２を検索する。トリガ番組の予約方法１６２がシングル予約であれば、トリガ番組情
報１６７に「録画済（シングル）」、トリガ番組の予約方法１６２が連ドラ予約であれば
、トリガ番組情報１６７に「録画済（連ドラ）」として記録する。
【００５５】
　まず、シングル予約により録画された番組をトリガ番組として、連ドラ予約を行う場合
について説明する。シングル予約により録画された番組をトリガとして連ドラ予約を行う
状況の例としては、連ドラの１話だけをシングル予約をしていた場合に、この連ドラを連
ドラ予約する場合がある。
【００５６】
　予約設定部３２は、連ドラ予約する際のトリガ番組がシングル予約により録画された番
組である場合、任意に発行した予約ＩＤ１６１と、トリガ番組情報１６７として「録画済
（シングル）」と、自動判別で検出した予約番組の番組情報（１６３～１６７）とを対応
付けて記憶する。
【００５７】
　次に、連ドラ予約により録画された番組をトリガ番組として、連ドラ予約を行う場合に
ついて説明する。連ドラ予約により録画された番組をトリガとして連ドラ予約を行う状況
の例としては、連ドラ予約されていた番組が他の番組を優先して録画する指示がされた等
により録画されず連ドラ予約が中断された場合がある。たとえ連ドラ予約を一旦中断した
としても、ユーザがこの連ドラの続きを録画することを所望する場合があり得る。このよ
うに連ドラ予約が中止された場合に、連ドラ予約により録画済みの番組をトリガに連ドラ
予約をすることが考えられる。
【００５８】
　予約設定部３２は、連ドラ予約する際のトリガ番組が連ドラ予約により録画された番組
である場合、任意に発行した予約ＩＤ１６１と、トリガ番組情報１６７として「録画済（
連ドラ）」と、自動判別で検出した予約番組の番組情報（１６３～１６７）を対応付けて
記憶する。
【００５９】
　録画再生制御部３３は、録画動作、録画番組の管理、及び録画番組の再生を行う。まず
、録画動作について説明する。録画再生制御部３３は、予約設定部３２の予約管理テーブ
ル１６０を参照して、予約時刻１６５に到達すると録画を実行する。録画再生制御部３３
は、ＴＳ処理部４から供給されたデジタルの映像信号、音声信号、データ信号を暗号化し
て、ＨＤＤ１０に記録する。また、録画再生制御部３３は、予約管理テーブル１６０を参
照し、番組の暗号化された番組データ（映像信号・音声信号・データ信号）と、番組に対
応する予約ＩＤ１６１を共にＨＤＤ１０に記録する。
【００６０】
　次に、録画再生制御部３３の録画番組管理について説明する。録画再生制御部３３は、
録画する際に番組データと共に記録する予約ＩＤ１６１の管理及び録画した番組を表示す
る録画リスト画面２００の生成を行う。
【００６１】
　まず、録画再生制御部３３は、予約管理テーブル１６０のトリガ番組情報１６７を参照
し、録画を行う番組のトリガ番組が「録画済（連ドラ）」である場合、トリガ番組予約Ｉ
Ｄ１６８を読み出す。次に、録画再生制御部３３はＨＤＤ１０内からこのトリガ番組予約
ＩＤ１６８が対応付けて記録されている番組を検索する。即ち、同一の連ドラ予約で録画
されて録画済みの番組を検索する。検出した同一連ドラグループに属する番組に対して、
新規の予約ＩＤ１６１を上書きする。この動作により、録画済連ドラグループと新規の予
約連ドラグループとが同じ予約ＩＤ１６１が対応付けて記憶される。
【００６２】
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　次に、録画再生制御部３３は、録画リストキー１５０ｊが押下されると、録画リスト画
面２００を表示するための映像信号を生成し、映像処理部９へ出力する。録画再生制御部
３３は、番組データに対応付けて記録されている予約ＩＤ１６１に基づいて連ドラグルー
プを分類して、録画リスト画面２００を生成する。即ち、録画リスト画面２００において
連ドラグループとは、録画されている番組と共に記録されている予約ＩＤ１６１が同一の
ものを同一の連ドラグループとして表示する。
【００６３】
　上述のように録画再生制御部３３は、連ドラ予約により録画された番組をトリガにする
場合、ＨＤＤ１０に記憶していた録画済み連ドラ番組についても予約ＩＤ１６１を更新す
る。従って、トリガ番組の属する録画済みの連ドラグループと、これから録画する連ドラ
の予約ＩＤ１６１が同一になるため、録画リスト画面２００において同一連ドラグループ
に表示される。
【００６４】
　次に、録画再生制御部３３の録画番組の再生動作について説明する。録画再生制御部３
３は、選択された番組の再生が指示された場合、ＨＤＤ１０に格納した暗号化された番組
データを復号化し再生させた後、ディスプレイ１３０に表示させたり、スピーカ１４０か
ら音声出力させたりすることができる。ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとしてのＬＡＮ端子
２５を設けることにより、他のネットワーク環境やネットワーク使用状況等に影響される
ことなく、ＨＤＤ１０に対してハイビジョン画質による番組の情報記録を安定して行うこ
とが可能となる。
【００６５】
　次に、図５及び図６を用いて録画した番組をリスト表示する画面について説明する。図
５は、本実施の形態における録画リスト画面２００の第１の例を示す図である。録画リス
ト画面２００は、録画リストキー１５０ｊを押下することで表示される。
【００６６】
　録画リスト画面２００には、すべて表示タブ２０１と、曜日別タブ２０２と、ジャンル
別タブ２０３と、連ドラグループ別タブ２０４と、番組欄２０６と、番組詳細画面２０８
と、が表示される。
【００６７】
　すべて表示タブ２０１は、ＨＤＤ１０に格納されているすべての番組を表示することを
選択するタブである。即ち、すべて表示タブ２０１を選択した場合、シングル予約及び連
ドラ予約で録画された番組が混合した状態で表示される。
【００６８】
　曜日別タブ２０２は、録画されているすべての番組から、録画した曜日毎にフィルタリ
ングした表示を選択するタブである。即ち、曜日別タブ２０２を選択した場合、曜日毎に
シングル予約及び連ドラ予約で録画された番組が混合した状態で表示される。
【００６９】
　ジャンル別タブ２０３は、録画されているすべての番組から、ジャンル毎にフィルタリ
ングした表示を選択するタブである。ジャンルとしては、ニュース、映画、バラエティ、
ドラマ等がある。即ち、ジャンル別タブ２０３を選択した場合、ジャンル毎にシングル予
約及び連ドラ予約で録画された番組が混合した状態で表示される。
【００７０】
　連ドラグループ別タブ２０４は、録画されているすべての番組の中から、連ドラグルー
プ毎にフィルタリングした表示を選択するタブである。即ち、連ドラグループ別タブ２０
４を選択した場合、連ドラグループ毎に連ドラ予約で録画された番組が表示される。
【００７１】
　表示するタブ（２０１～２０４）は、特殊再生キー１５０ｉを押下することで切り換え
可能であり、選択中のタブ上には表示形式選択カーソル２０５が表示される。図５におい
てはすべて表示タブ２０１が選択されている。
【００７２】
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　番組欄２０６は、選択されたリストに含まれる番組を示す欄である。番組欄２０６は、
フォーカスキー１５０ｆを押下することで選択する。選択中の番組欄上には、番組欄選択
カーソル２０７が表示される。図５の例においては、「ドラマ××　第１話」の番組欄２
０６が選択されている。番組詳細画面２０８は選択されている番組欄２０６の番組内容の
詳細を示す。
【００７３】
　図６は、本実施の形態における録画リスト画面２００の第２の例を示す図である。図６
においては録画済みの番組を表示する形式として、連ドラグループ別タブ２０４が選択さ
れている。
【００７４】
　連ドラグループ別タブ２０４を選択すると、連ドラグループタグ２０９が更に表示され
る。連ドラグループタグ２０９も特殊再生キー１５０ｉを押下することで切り換える。選
択中の連ドラグループ上には、連ドラグループ選択カーソル２１０が表示される。図６の
例においては、「ドラマ××」グループが選択されている。
【００７５】
　連ドラグループ番組欄２１１は、選択した連ドラグループタグ２０９に含まれる番組を
示すものである。図６の例においては、「ドラマ××」グループに含まれる「ドラマ××
　第１話」と、「ドラマ××　第２話」とが同一グループとして表示され、「ドラマ××
　第１話」が選択されている。
【００７６】
　次に、図７を用いて録画リスト画面２００から番組を選択した場合の動作画面について
説明する。図７は、本実施の形態における動作選択画面３００の一例を示す図である。
【００７７】
　録画リスト画面２００において１つの番組欄２０６若しくは連ドラグループ番組欄２１
１を選択して、決定キー１５０ｇを押下すると動作選択画面３００が表示される。
【００７８】
　動作選択画面３００には、番組詳細画面３０１と、再生選択ボタン３０２と、ダビング
選択ボタン３０３と、連ドラ予約ボタン３０４と、動作選択カーソル３０５とを示す。番
組詳細画面３０１は、選択中の番組の詳細な内容を示す。再生選択ボタン３０２は、選択
中の番組の再生を選択する。ダビング選択ボタン３０３は、選択中の番組を他の記憶装置
にダビングすることを選択する。連ドラ予約ボタン３０４は、選択中の番組をトリガ番組
として連ドラ予約することを選択する。動作ボタン（３０２～３０４）は、フォーカスキ
ー１５０ｆを押下することで切り換える。選択中の動作タブ上には、動作選択カーソル３
０５が表示される。
【００７９】
　動作選択画面３００にて、連ドラ予約ボタン３０４を選択すると、連ドラ予約を実行す
る。即ち、予約設定部３２は、予約ＩＤ１６１を発行し、予約方法１６２に連ドラ予約と
、予約情報（１６３～１６６）とを記憶する。
【００８０】
　次に、連ドラ予約により録画された番組をトリガとして、連ドラ予約された場合の録画
リスト画面２００について説明する。図８は、本実施の形態における録画リスト画面２０
０の第３の例を示す図である。図８は、図６に示すように連ドラ予約により録画された番
組である「ドラマ××　第１話」をトリガとして連ドラ予約による録画を実行した後の録
画リスト画面２００である。
【００８１】
　図６に示すように、「ドラマ××　第１話」と「ドラマ××　第２話」とが録画済みで
ある場合に、連ドラ予約により録画された「ドラマ××　第１話」をトリガとして連ドラ
予約をした場合について説明する。現在日時は３月９日（火）であり、「ドラマ××　第
１話」は２月１７日（水）、「ドラマ××　第２話」は２月２４日（水）にそれぞれ放送
され録画済みである。３月３日（水）に放送された「ドラマ××　第３話」は、他の番組
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の録画を優先したために録画せず、連ドラ予約が中断した状態である。
【００８２】
　トリガ番組として「ドラマ××　第１話」が選択されると、「ドラマ××　第１話」の
番組データと共に記録されている予約ＩＤ１６１「００００１１」を読み出す。この予約
ＩＤ１６１「００００１１」を予約管理テーブル１６０から検索し、対応付けられている
予約方法１６２を読み出す。図６に示すように、予約ＩＤ１６１「００００１１」と対応
づけられている予約方法１６２は「連ドラ」である。
【００８３】
　この「ドラマ××　第１話」の連ドラ予約に伴って発行する予約ＩＤ１６１を「０００
０１２」とする。この予約ＩＤ１６１「００００１２」に対応するトリガ番組情報１６７
は「録画済（連ドラ）」、トリガ番組予約ＩＤ１６８は「００００１１」となる。
【００８４】
　予約設定部３２は、「ドラマ××　第１話」の番組情報を用いて連ドラの自動判別を実
行する。即ち、放送局から受信する現在から一週間先までの番組情報の中から、「ドラマ
××　第１話」が放送されたチャンネル（７Ｃｈ）で且つ放送開始時刻（ＰＭ９：００）
から前後２時間１０分の範囲内において、トリガ番組のタイトル「ドラマ××」と類似す
る番組を検索する。
【００８５】
　このように自動判別を行うことで、「ドラマ××　第４話」の放送日時が３月１０日（
水）ＰＭ９：００～ＰＭ９：５４であることを検出する。連ドラ予約情報は図４の最下段
（予約ＩＤ１６１が「００００１２」）に示すように記憶される。即ち、予約方法１６２
は「連ドラ予約」、予約日／放送周期１６３は「３月１０日（水）から毎週水曜日」、チ
ャンネル情報１６４は「７チャンネル」、予約時刻１６５は「ＰＭ９：００～ＰＭ９：５
４」、タイトル情報１６６は「ドラマ××」、トリガ番組情報１６７は「録画済（連ドラ
）」、トリガ番組予約ＩＤ１６８は「００００１１」であると記憶されている。
【００８６】
　録画再生制御部３３は、予約録画を実行する際、トリガ番組情報１６７に「録画済（連
ドラ）」と記憶されていると、トリガ番組予約ＩＤ１６８「００００１１」を読み出す。
次に、録画再生制御部３３はＨＤＤ１０内からこのトリガ番組予約ＩＤ１６８「００００
１１」と対応付けて記録されている番組を検索する。
【００８７】
　次に、予約ＩＤ１６１として「００００１１」が対応付けて記録されている、「ドラマ
××　第１話」及び「ドラマ××　第２話」を検出する。この「ドラマ××　第１話」及
び「ドラマ××　第２話」の予約ＩＤ１６１として、新規の予約ＩＤ１６１「００００１
２」とを対応付けて記憶する。
【００８８】
　録画再生制御部３３は、予約日時である３月１０日ＰＭ９：００～ＰＭ９：５４に録画
を実行する。録画が終了後に録画リストキー１５０ｊが押下されると、録画リスト画面２
００を表示する。新たに録画した「ドラマ××　第４話」の連ドラグループ番組欄２１１
には、新規録画済みマーク２１２が表示される。
【００８９】
　また、連ドラ予約をした時点で録画済みであった「ドラマ××　第１話」及び「ドラマ
××　第２話」と、新たに録画した「ドラマ××　第４話」とに対応付けて記録されてい
る予約ＩＤ１６１は全て「００００１２」であるので、同一の連ドラグループタグ２０９
に表示される。
【００９０】
　次に、図９を用いて、連ドラ予約をしてから録画を行い、録画リスト画面２００を表示
するまでの手順について説明する。図９は、本実施の形態における連ドラ予約及び録画手
順のフローチャートを示す図である。
【００９１】
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　まず、録画再生制御部３３は、入力されるコマンドに応じて、録画リスト画面２００を
表示する（ステップＳ１１）。次に、録画再生制御部３３は、入力されるコマンドに応じ
て、録画リスト画面２００内からトリガ番組を選択する（ステップＳ１２）。
【００９２】
　次に、予約設定部３２は、連ドラ予約の予約ＩＤ１６１を発行する（ステップＳ１３）
。次に録画再生制御部３３は、トリガ番組が連ドラ予約で録画されたか否かを判別する（
ステップＳ１４）。即ち、録画再生制御部３３はトリガ番組の番組データと対応付けて記
録されている予約ＩＤ１６１を読み出し、予約管理テーブル１６０内で検索する。この予
約ＩＤ１６１と対応付けられている予約方法１６２が、「録画済（連ドラ）」であるか否
かを判別する。
【００９３】
　ステップＳ１４で判別した結果、連ドラ予約で録画されたと判別した場合（ステップＳ
１４のＹｅｓ）、録画再生制御部３３は、トリガ番組と同じ連ドラグループに属する録画
済番組と対応付けて記録されている予約ＩＤ１６１を、今回の連ドラ予約の予約ＩＤ１６
１に上書きする（ステップＳ１５）。即ち、トリガ番組と同じ予約ＩＤ１６１が付与され
ている連ドラについては、新規の予約ＩＤ１６１を対応付けて記録し直す。
【００９４】
　一方、ステップＳ１４で判別した結果、連ドラ予約で録画されていないと判別した場合
（ステップＳ１４のＮｏ）、ステップＳ１６に進む。
　録画再生制御部３３は、予約設定部３２の予約管理テーブル１６０を参照して、予約時
刻１６５に到達すると録画を実行する（ステップＳ１６）。次に、録画再生制御部３３は
ＨＤＤ１０内に記録されている予約ＩＤ１６１を参照して、録画リスト画面２００上に同
一の予約ＩＤ１６１のものを同一の連ドラグループとして表示する（ステップＳ１７）。
以上で、本実施の形態にかかる連ドラ予約及び録画の手順は終了する。
【００９５】
　以上のように、本実施の形態によれば、連ドラ予約で録画された番組をトリガとして、
再度連ドラ予約をする場合に、連ドラグループが分かれない。即ち、録画予約の重複など
によって連ドラ予約が一旦中断した場合にも、同一の連ドラグループとして表示すること
ができ、ユーザの操作性を向上させることが出来る。
【００９６】
　尚、本実施の形態においては、予約ＩＤ１６１を用いて連ドラグループを判別するとし
たが、これに限定されることは無い。即ち、トリガ番組の番組情報を用いて、ＨＤＤ１０
内の番組の中から同一の連ドラグループに属する番組を検索して、グループ表示を行って
も良い。
【００９７】
　尚、本発明は上記実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具現化できる。また、上記実施の形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、
実施の形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に異なる実
施の形態にわたる構成要素を適宜組み合わせても良い。
【符号の説明】
【００９８】
　１…アンテナ、２…入力端子、３…チューナ、４…ＴＳ処理部、５…信号処理部、６…
グラフィック処理部、７…ＯＳＤ信号生成部、８…音声処理部、９…映像処理部、１０…
ＨＤＤ、１１…制御部、１２…ＲＯＭ、１３…ＲＡＭ、１４…不揮発性メモリ、１５…操
作部、１６…受信部、１７…第１のカードＩ／Ｆ、１８…第１のカードホルダ、１９…第
１のカード、２０…第２のカードＩ／Ｆ、２１…第２のカードホルダ、２２…第２のカー
ド、２３…明るさセンサ、２４…通信Ｉ／Ｆ、２５…ＬＡＮ端子、２６…ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ
、２７…ＵＳＢ端子、２８…ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ、２９…ｉ．ＬＩＮＫ端子、３０…Ｈ
ＤＭＩ　Ｉ／Ｆ、３１…ＨＤＭＩ端子、３２…予約設定部、３３…録画再生制御部、１０
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０…テレビジョン放送受信装置、１１０…キャビネット、１２０…支持台、１３０…映像
表示部、１４０…スピーカ、１５０…リモートコントローラ、１５０ａ…電源キー、１５
０ｂ…放送切替キー、１５０ｃ…ダイレクト選局キー、１５０ｄ…音量調節キー、１５０
ｅ…チャンネルアップダウンキー、１５０ｆ…フォーカスキー、１５０ｇ…決定キー、１
５０ｈ…カラーキー、１５０ｉ…特殊再生キー、１５０ｊ…録画リストキー、１５０ｋ…
番組表キー、１６０…予約管理テーブル、１６１…予約ＩＤ、１６２…予約方法、１６３
…予約日／放送周期、１６４…チャンネル情報、１６５…予約時刻、１６６…タイトル情
報、１６７…トリガ番組情報、１６８…トリガ番組予約ＩＤ、２００…録画リスト画面、
２０１…すべて表示タブ、２０２…曜日別タブ、２０３…ジャンル別タブ、２０４…連ド
ラグループ別タブ、２０５…表示形式選択カーソル、２０６…番組欄、２０７…番組欄選
択カーソル、２０８…番組詳細画面、２０９…連ドラグループタグ、２１０…連ドラグル
ープ選択カーソル、２１１…連ドラグループ番組欄、２１２…新規録画済みマーク、３０
０…動作選択画面、３０１…番組詳細画面、３０２…再生選択ボタン、３０３…ダビング
選択ボタン、３０４…連ドラ予約ボタン、３０５…動作選択カーソル。

【図１】 【図２】
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